
舗装施工便覧

（社）日本道路協会

施工No.1



改訂の主な項目

(1) 排水性舗装技術指針（案）の取り込み

(2) 記述内容の更新・追加

(3) 各種の技術の充実

(4) 新技術導入の促進

(5) 関連図書との整合性

（社）日本道路協会（社）日本道路協会

施工No.２Ⅳ－１



改訂の要点

要点１ 排水性舗装技術指針（案）の舗装

施工便覧への取り込み

要点２ 改質アスファルトの変更

要点３ 各種の舗装の内容再編成

要点４ 環境・最新技術の導入

要点５ 新技術導入の促進

（社）日本道路協会（社）日本道路協会

施工No.３Ⅳ－２０～２５



第１章 総 説

（社）日本道路協会（社）日本道路協会

施工No.４Ⅳ－２



本便覧の位置付けと構成

（社）日本道路協会（社）日本道路協会

施工No.５Ⅳ－２

第１章 総 説

第２章 施工計画

第３章 材 料

第４章 施工機械

第５章 構築路床・路盤の施工

第１１章 補 修

第６章
アスファルト
表・基層の施工

第７章第７章 ポーラポーラ
スアスファルトスアスファルト
混合物の施工混合物の施工

第８章
コンクリート
版の施工

第９章

各種の舗装

第１０章 施工管理



本便覧の活用のために

新技術・新工法の評価・導入に関する情報
［要点５ 新技術導入の促進］

字句にとらわれず、内容の意図を把握

（社）日本道路協会（社）日本道路協会

施工No.６Ⅳ－２



新技術導入の促進 ［要点５］

新技術の評価をする機関

技術評価に関する機関 他１４機関

新技術を紹介している機関

新技術を紹介している公益法人 他５３機関

新技術を評価する機関の窓口

および、関係団体の窓口を示す

（社）日本道路協会（社）日本道路協会

施工No.７Ⅳ－２６



第２章 施工計画

（社）日本道路協会（社）日本道路協会

施工No.８Ⅳ－３



施工の基盤の留意事項

施工途中、舗装内の雨水の滞留（土工区間）

排水性舗装施工基盤としての既設混合物の耐
水性

鋼床版と舗装との接着

施工計画施工計画

（社）日本道路協会（社）日本道路協会

施工No.９Ⅳ－３



第３章 材 料

（社）日本道路協会（社）日本道路協会

施工No.１０Ⅳ－４～５



改質アスファルトの名称変更 ［要点２］

改質アスファルトの多種類化改質アスファルトの多種類化

（社）日本道路協会（社）日本道路協会

施工No.１１Ⅳ－２１

現行の種類分けでは対応できない現行の種類分けでは対応できない

現状に合わせて類分・呼び名を変更現状に合わせて類分・呼び名を変更

（新たな試験項目の追加）（新たな試験項目の追加）



ﾎﾟﾘﾏｰ改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾎﾟﾘﾏｰ改質ｱｽﾌｧﾙﾄⅢⅢ型型超重交通用改質ｱｽﾌｧﾙﾄ

ﾎﾟﾘﾏｰ改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾎﾟﾘﾏｰ改質ｱｽﾌｧﾙﾄⅢⅢ型－型－WW付着性改善改質ｱｽﾌｧﾙﾄ

ﾎﾟﾘﾏｰ改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾎﾟﾘﾏｰ改質ｱｽﾌｧﾙﾄⅢⅢ型－型－WFWF鋼床版舗装用改質ｱｽﾌｧﾙﾄ

ﾎﾟﾘﾏｰ改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾎﾟﾘﾏｰ改質ｱｽﾌｧﾙﾄHH型－型－ ＦＦ（寒冷地用高粘度改質ｱｽﾌｧﾙﾄ）

ﾎﾟﾘﾏｰ改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾎﾟﾘﾏｰ改質ｱｽﾌｧﾙﾄHH型型高粘度改質ｱｽﾌｧﾙﾄ

ﾎﾟﾘﾏｰ改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾎﾟﾘﾏｰ改質ｱｽﾌｧﾙﾄⅡⅡ型型改質ｱｽﾌｧﾙﾄⅡ型

ﾎﾟﾘﾏｰ改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾎﾟﾘﾏｰ改質ｱｽﾌｧﾙﾄⅠⅠ型型改質ｱｽﾌｧﾙﾄⅠ型

新たな分類従来の分類

新・旧施工便覧 改質アスファルトの種類

（社）日本道路協会（社）日本道路協会

施工No.１２Ⅳ－２１



Ⅰ 型 Ⅱ 型 Ⅲ 型 H 型

付加記号 Ⅲ型－W Ⅲ型－WF H 型－F

混合物
機能

密粒度
・

粗粒度
等の
混合物

グース
アス
ファルト
混合物

◎

◎ ◎ ◎ ◎

◎ ○ ○ ○ ○

摩耗
抵抗性

◎ ◎ ○ ○ ○

骨材飛散
抵抗性

○ ◎

耐水性 ○ ○ ◎

たわみ小 ○ ○ ◎ ◎（基層）

たわみ大 ◎ ◎（基層）

◎ ◎

硬質
アス
ファルト

ポリマー改質アスファルト

一般的な箇所

大型車交通量が多い
箇所

セミ
ブローン
アス
ファルト

種類　　　

　　　   　適用混合物

主な
適用箇所

密粒度・細粒度・粗粒度等の混合物
ポーラス
アスファルト
混合物

たわみ
追従性

橋面
（鋼床版）

排水性（透水性）

塑性変形
抵抗性

積雪寒冷地域

橋面（コンクリート版）

大型車交通量が著しく
多い箇所及び交差点

改質アスファルトの名称変更 ［要点２］

（社）日本道路協会（社）日本道路協会

施工No.１３Ⅳ－２１



バインダーの曲げ試験

（社）日本道路協会（社）日本道路協会

施工No.１４



アスファルト乳剤の分類・規格を変更アスファルト乳剤の分類・規格を変更

PKR-Tの１，２（夏用，冬用）を
PKR-T に統一

日本アスファルト乳剤協会規格の

PK-P PK-H PＫR-S（１，２）を追加

（社）日本道路協会（社）日本道路協会

施工No.１５Ⅳ－４



舗装用材料

粗粒度アスファルト混合物（20）
密粒度アスファルト混合物（20，13）
細粒度アスファルト混合物（13）
密粒度ギャップアスファルト混合物（13）
密粒度アスファルト混合物（20F，13F）
細粒度ギャップアスファルト混合物（13F）
細粒度アスファルト混合物（13F）
密粒度ギャップアスファルト混合物（13F）
開粒度アスファルト混合物（13）
ポーラスアスファルト混合物（ポーラスアスファルト混合物（2020，，1313））

種 類

（社）日本道路協会（社）日本道路協会

施工No.１６Ⅳ－５



補修用材料

セメント，フォームドアスファルトを追加セメント，フォームドアスファルトを追加路上路盤再生

セメント系混合物を追加セメント系混合物を追加

超早硬コンクリートを追加超早硬コンクリートを追加

繊維補強コンクリート繊維補強コンクリートを追加を追加

材 料 名

パッチング

局部打換え

オーバーレイ，打換え

主たる用途

（社）日本道路協会（社）日本道路協会

施工No.１７Ⅳ－５



第４章 施工機械

（社）日本道路協会（社）日本道路協会

施工No.１８Ⅳ－６



路床・路盤用の施工機械

タイヤローラなど締固め機械

ベースペーバを追加ベースペーバを追加敷きならし機械

安定材散布機など散布機械

ブルドーザブルドーザなど整形機械

バックホウなど掘削、積込み機械

スタビライザ路上混合機械

名 称種 類

（社）日本道路協会（社）日本道路協会

施工No.１９Ⅳ－６



アスファルト舗装の施工機械

振動ローラ など締固め機械

アスファルトフィニッシャ敷きならし機械

チップスプレッダを追加散布機械

名 称種 類

（社）日本道路協会（社）日本道路協会

施工No.２０Ⅳ－６



振動タイヤローラ

（社）日本道路協会（社）日本道路協会

施工No.２１Ⅳ－６



第５章 構築路床・路盤の施工

（社）日本道路協会（社）日本道路協会

施工No.２２Ⅳ－７



凍上抑制層の概要について追記

切土の記述を削除

切土施工上の留意点は盛土の施工

に追記

構築路床の施工

（社）日本道路協会（社）日本道路協会

施工No.２３Ⅳ－７



下層路盤の施工

Co舗装

As舗装 一軸圧縮強さ［10日］ 0.7MPa

一軸圧縮強さ［10日］ 0.5MPa

石灰

安定処理

一軸圧縮強さ［７日］ 0.98MPaセメント安定処理

修正CBR 20％以上(ＣＳは30％以上)

ＰＩ ６以下(ＣＳは適用しない)

水浸膨張比 1.5％以下(ＣＳに適用)

粒状路盤

規 格工 法

＊ＣＳ:クラッシャラン鉄鋼スラグ

（社）日本道路協会（社）日本道路協会

施工No.２４Ⅳ－７



上層路盤の施工

単位容積質量 1.5kg/ℓ以上

水浸膨張比 1.5％以下 を追加

水硬性粒度調整

鉄鋼スラグ

単位容積質量 1.5kg/ℓ以上

水浸膨張比 1.5％以下 を追加

粒度調整

鉄鋼スラグ

規 格工 法

品質規格にスラグの規格を追加

セメント安定処理路盤では土壌環境基準
適合を確認

（社）日本道路協会（社）日本道路協会

施工No.２５Ⅳ－７



安定処理路盤の一層の仕上がり厚

現行25cm以下 → 30cm以下

シックリフト工法に中温化技術

高浸透性乳剤の使用

Ａｓ乳剤の付着防止を目的に、砂を散布
することがあることを追加

上層路盤の施工

（社）日本道路協会（社）日本道路協会

施工No.２６Ⅳ－７



第６章 アスファルト

表・基層の施工

（社）日本道路協会（社）日本道路協会

施工No.２７Ⅳ－８～９



工法と配合

主な使用
箇所

特 性

アスファルト混合物

※※○○△○
⑩ポーラスアスファ⑩ポーラスアスファ

ルト混合物ルト混合物(20,13)(20,13)

急
勾
配
坂
路

積
雪
寒
冷
地
域

一
般
地
域

透
水
性

耐
水
性
な
ど

す
べ
り
抵
抗
性

耐
摩
耗
性

耐
流
動
性

（社）日本道路協会（社）日本道路協会

施工No.２８Ⅳ－８



① ③ ④ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

粗粒度

ｱｽﾌｧﾙﾄ

混合物

細粒度

ｱｽﾌｧﾙﾄ

混合物

密粒度

ｷﾞｬｯﾌﾟ

ｱｽﾌｧﾙﾄ

混合物

細粒度

ｷﾞｬｯﾌﾟ

ｱｽﾌｧﾙﾄ

混合物

細粒度

ｱｽﾌｧﾙﾄ

混合物

密粒度

ｷﾞｬｯﾌﾟ

ｱｽﾌｧﾙﾄ

混合物

開粒度

ｱｽﾌｧﾙﾄ

混合物

(20) (20) (13) (13) (13) (20F) (13F) (13F) (13F) (13F) (13)

突固め 1,000≦Ｔ 75

回　数 Ｔ＜1,000 50

3～7 3～7 2～5 3～5 －

65～85 65～85 75～90 75～85 －

20～80フロー値 1/100cm 20～40

混合物の種類

② ⑤

密粒度

ｱｽﾌｧﾙﾄ

混合物

密粒度

ｱｽﾌｧﾙﾄ

混合物

75

50

3～6

70～85

空隙率　　　　％

飽和度　　　　％

安定度　　　　kN
4.90

以上

4.90

(7.35)

以上

4.90

以上

3.43

以上

3.43

以上

20～40

50

3～5

75～85

4.90

以上

加熱アスファルト混合物の配合設計

［注５］開粒度アスファルト混合物を歩道の透水
性舗装の表層として用いる場合、一般に
突固め回数を50回とすることを追加

（社）日本道路協会（社）日本道路協会

施工No.２９Ⅳ－９



加熱アスファルト混合物の施工

タックコート

コンクリート版、タックコート面の保護や汚れ
の防止

締固め

ローラの作業速度、ローラの付着防止剤

改質アスファルト

タイヤローラの質量、既設舗装の加熱方法

寒冷期における舗設

ＡＦのスクリードおよび既設舗装の加熱方法

（社）日本道路協会（社）日本道路協会

施工No.３０Ⅳ－９



第７章 ポーラスアスファルト

混合物の施工

（社）日本道路協会（社）日本道路協会

施工No.３１Ⅳ－１０～１２



排水性舗装技術指針(案)の取込み

「排水性舗装技術指針（案）」 の内容を吟味、
最新の情報と併せて取り込む

排水性舗装用混合物はポーラスアスファルト
混合物と呼び、一般的な混合物に分類

ポーラスアスファルト混合物に特殊な材料を適
用させる場合は、各種の舗装として取り扱う

［要点１］

（社）日本道路協会（社）日本道路協会

施工No.３２Ⅳ－２０



代表的な開粒度アスファルト混合物の種類

（社）日本道路協会（社）日本道路協会

施工No.３３Ⅳ－２０

開
粒
度
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混
合
物

半たわみ性舗装用アスファルト混合物

開粒度アスファルト混合物（13）

ポーラスアスファルト
混合物

ポーラスアスファルト
混合物（20,13）

その他のポーラス
アスファルト混合物

主に膜厚確保のためにダレ試験で配合

主にマーシャル安定度試験で配合



2020％程度％程度目標空隙率目標空隙率

20mm20mmもしくはもしくは13mm13mm粗骨材の最大粒径粗骨材の最大粒径

ポリマー改質アスファルトポリマー改質アスファルトHH型型バインダバインダ

４～５４～５cmcm施工厚施工厚

ポーラスアスファルト
混合物（20,13）の仕様

（社）日本道路協会（社）日本道路協会

施工No.３４Ⅳ－１０



配合設計・施工での留意事項

配合はダレ試験により定める

必要に応じホイールトラッキング試験実施

排水性舗装技術指針(案)の内容＋最新情報

新しく開発された舗装用機械

既設舗装を施工の基盤とする場合の留意点

初・二次転圧での振動ローラ（無振）の適用

タイヤローラによる仕上げ転圧の温度

（社）日本道路協会（社）日本道路協会

施工No.３５Ⅳ－１１～１２



第８章コンクリート版の

施工

（社）日本道路協会（社）日本道路協会

施工No.３６Ⅳ－１３～１４



コンクリート版の種類と工法

転圧工法施工時のコンクリート版端余裕幅
の記述を追加

「まだ固まらないコンクリート」を「フレッュコンク
リート」に修正

（社）日本道路協会（社）日本道路協会

施工No.３７Ⅳ－１３



セットフォーム工法による普通ｺﾝｸﾘｰﾄ版施工状況

（社）日本道路協会（社）日本道路協会

施工No.３８Ⅳ－１３



スリップフォーム工法による連続鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ版施工状況

（社）日本道路協会（社）日本道路協会

施工No.３９Ⅳ－１３



転圧工法による転圧ｺﾝｸﾘｰﾄ版施工状況

（社）日本道路協会（社）日本道路協会

施工No.４０Ⅳ－１３



コンクリートの配合

配合参考表から、粗骨材の最大寸法30mm
を削除

転圧コンクリートの一般的配合設計手順
を追加

（具体的配合設計例は「舗装設計施工指針」に記述）

（社）日本道路協会（社）日本道路協会

施工No.４１Ⅳ－１３



各種コンクリート版の施工

タイバーをコンクリート硬化後に削孔し
て設置する方法を追加

初期～後期の一貫養生が可能な養生剤に
よる養生方法を追加

暑中コンクリートの定義を修正

「プラスチックひび割れ」を「乾燥によ
るひび割れ」に修正

（社）日本道路協会（社）日本道路協会

施工No.４２Ⅳ－１３



第９章 各種の舗装

（社）日本道路協会（社）日本道路協会

施工No.４３Ⅳ－１５～１７



各種の舗装の内容再編成 ［要点 3］

材料別の分類を追加し、適用箇所・機能・

材料・構造の４分類

機能別の分類は、工法や材料を特定しない

従来、工法等を限定されて使われていた呼

び名を整理

（社）日本道路協会（社）日本道路協会

施工No.４４Ⅳ－２２



概 説

フルデプスアスファルト舗装
サンドイッチ舗装・・・等

構造

半たわみ性舗装
グースアスファルト舗装
ロールドアスファルト舗装・・・等

材料材料

排水機能を有する舗装排水機能を有する舗装
透水機能を有する舗装透水機能を有する舗装
騒音低減機能を有する舗装・・・等騒音低減機能を有する舗装・・・等

機能機能

橋面舗装，トンネル内舗装
岩盤上の舗装・・・等

適用箇所

名 称分 類

（社）日本道路協会（社）日本道路協会

施工No.４５Ⅳ－１５



適用箇所の分類

橋面舗装

基層に床版防水機能を有する舗装を用いる場合

防水層を省略できる

トンネル内舗装

岩盤上の舗装

歩道および自転車道等

（社）日本道路協会（社）日本道路協会

施工No.４６Ⅳ－１５，１６



機能別の分類 ［要点３］

排水機能排水機能
を有する舗装を有する舗装

路面凹凸
により排水

路面から
浸透させ排水

グルービング等

排水性舗装
（排水機能層）

ポーラスポーラス
ＡｓＡｓ舗装舗装

ポーラスポーラス
ＣｏＣｏ舗装舗装

透水機能透水機能
を有するを有する舗装舗装

自然状態を再現

路盤以下へ雨水を浸透
させる構造

土系舗装土系舗装
緑化舗装緑化舗装

透水性舗装透水性舗装

（社）日本道路協会（社）日本道路協会

施工No.４７Ⅳ－２２



明色機能明色機能
を有する舗装を有する舗装

路面の明るさ
光の回帰性

高め
照明効果
夜間視認性等

向上

明色骨材を圧入した
ﾛｰﾙﾄﾞｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

明色骨材を用いたｱ
ｽﾌｧﾙﾄ混合物舗装

明
色
舗
装

明
色
舗
装

コンクリート舗装

騒音低減効果騒音低減効果
を有する舗装を有する舗装

大きな空隙を持つ
材料を使用

ポーラス
As舗装

ポーラス
Co舗装

小粒径
骨材露出工法

弾力性舗装

低
騒
音

低
騒
音
舗
装
舗
装

（社）日本道路協会（社）日本道路協会

施工No.４８Ⅳ－２２，２３

機能別の分類 ［要点３］



すべり止め機能すべり止め機能
を有する舗装を有する舗装

混合物自体のすべり抵抗性を向上

樹脂系結合剤により硬質骨材を
路面に付着

表面の粗面仕上げすべり止め舗装すべり止め舗装

色彩機能を色彩機能を
有する舗装有する舗装

加熱アスファルト混合物に顔料を添加

着色骨材を使用した加熱アスファルト混合物

石油樹脂系結合材料を使用

着色セメントミルクを使用した半たわみ性舗装

コンクリート舗装に顔料を添加

＊顔料等で着色した舗装を着色舗装と呼ぶ

（社）日本道路協会（社）日本道路協会

施工No.４９Ⅳ－２３

機能別の分類 ［要点３］



路面温度上昇抑制路面温度上昇抑制
機能を有する舗装機能を有する舗装

自然の状態を再現

路面温度上昇抑制舗装

土系舗装土系舗装
緑化舗装緑化舗装

保水性舗装保水性舗装

遮熱性舗装遮熱性舗装

凍結抑制機能凍結抑制機能
を有する舗装を有する舗装

化学系

物理系

化学系と物理系を
複合的に用いる

走行荷重による弾性
体の変形により、氷
層を破壊

凍結抑制舗装凍結抑制舗装

（社）日本道路協会（社）日本道路協会

施工No.５０Ⅳ－２３

機能別の分類 ［要点３］



材料別の分類

半たわみ性舗装

施工実績を踏まえ半浸透型の記述を削除

フォームドアスファルト舗装

［要点４ 環境・最新技術を反映］

ポーラスアスファルト舗装

第７章以外のものについて記述

保水性舗装

［要点４ 環境・最新技術を反映］

（社）日本道路協会（社）日本道路協会

施工No.５１Ⅳ－１６



材料別の分類

遮熱性舗装
［要点４ 環境・最新技術を反映］

瀝青路面処理
適用箇所別の分類から材料別の分類に移行

表面処理
新たに項を設け、代表的な表面処理工法を記述

土系舗装
［要点４ 環境・最新技術を反映］

（社）日本道路協会（社）日本道路協会

施工No.５２Ⅳ－１７



構造別の分類

構造設計に関する箇所を「舗装設計便覧」に移行

その他の舗装

緑化舗装･振動低減機能を有する舗装を追記

［要点４ 環境・最新技術を反映］

（社）日本道路協会（社）日本道路協会

施工No.５３Ⅳ－１７



環境･最新技術の導入 ［要点４］

透水機能を有する舗装

騒音低減機能を有する舗装

路面温度上昇抑制機能を有する舗装

フォームドアスファルト舗装

その他

土系舗装・緑化舗装

振動抑制機能を有する舗装

（社）日本道路協会（社）日本道路協会

施工No.５４Ⅳ－２４～２５



透水機能を有する舗装

下水道・河川へ

降雨 降雨

路床
放流孔

集水管

下層路盤

上層路盤

表・基層

集水ます
流末へ

下水道・河川へ

降雨 降雨

路床

下層路盤

上層路盤

表・基層

透水性舗装
路床浸透型

一時貯留型

原地盤に雨水を浸透

雨水流出を遅延させる構造

（社）日本道路協会（社）日本道路協会

施工No.５５Ⅳ－２４



騒音低減機能を有する舗装

（社）日本道路協会（社）日本道路協会

施工No.５６Ⅳ－２４



路面温度上昇抑制舗装

保水性舗装 遮熱性舗装

（社）日本道路協会（社）日本道路協会

施工No.５７Ⅳ－２４



フォームドアスファルト舗装

発泡したアスファルト 発泡前のアスファルト

（社）日本道路協会（社）日本道路協会

施工No.５８Ⅳ－２５



土系舗装・緑化舗装

土系舗装 緑化舗装

（社）日本道路協会（社）日本道路協会

施工No.５９Ⅳ－２５

兵庫県グラスパーキング推進事業の例



振動低減機能を有する舗装

ゴム支承の上に上部スラブを

施工しているところ

高強度シートを施工した状態

（社）日本道路協会（社）日本道路協会

施工No.６０Ⅳ－２５



第10章 施工管理

（社）日本道路協会（社）日本道路協会

施工No.６１Ⅳ－１８



透水係数透水係数注）注）
表表--7.3.27.3.2

空隙率空隙率注）注）

表-6.3.2ﾏｰｼｬﾙ安定度

加熱アスファルト混合物

基
層

表
層

参照規格
等

規格試験項目材料名
工
種

基準試験

ラベリング試験耐摩耗性の確認

ホイールトラッキング試験耐流動性の確認

水浸ホイールトラッキング試験水浸ホイールトラッキング試験

水浸マーシャル試験
剥離抵抗性の確認剥離抵抗性の確認

試験項目目 的

（社）日本道路協会（社）日本道路協会

施工No.６２Ⅳ－１８



出来形管理

1,000m2ごと

1,000m2ごと

100mごと

車線ごと全延長

1,000m1,000m22ごとごと

基層の厚さ

表層の厚さ

幅

平たん性(表層)

浸透水量浸透水量注２）注２）

加熱ｱｽﾌｧﾙﾄ

混合物

基
層

・
表
層

40m40mごとごと

40m40mごとごと

車線ごと全延長車線ごと全延長

厚さ厚さ

幅幅

平たん性平たん性

転圧コンクート版転圧コンクート版

頻 度項 目工 種

[[注注2]2]ポーラスアスファルト混合物（ポーラスアスファルト混合物（20, 1320, 13）に適用する。）に適用する。

（社）日本道路協会（社）日本道路協会

施工No.６３Ⅳ－１８



品質管理

基準密度の95.5％以上
40mに1回

(横断方向に3箇所)
締固め度

1回の試験結果：

配合基準強度の85％以上

3回の平均：

配合基準強度以上

2回／日
コンクリｰト

強度

ﾏｰｼｬﾙ締固め試験：

目標値の±1.5％
2回／日

コンシス

テンシｰ

転転
圧圧
ココ
ンン
クク
リリ
││
トト
版版

管理の限界例頻 度項 目
工
種

（社）日本道路協会（社）日本道路協会

施工No.６４Ⅳ－１８



第11章 補 修

（社）日本道路協会（社）日本道路協会

施工No.６５Ⅳ－１９



ポーラスアスファルト舗装の補修工法

表面処理

パッチング

段差すり付け

工 法 の　区 分

予 防 的 維 持 または
応 急 的 対 策

機 能 的 対 策
構 造 的 対 策

局 部 打 換 え

対
策
の
及
ぶ
層
の
範
囲

表層
のみ

基層
まで

路盤
以下

空隙づまり洗浄

切削オーバーレイ

表 層 ・ 基 層 打 換 え

打換え(再構築含む)

シール注入

（社）日本道路協会（社）日本道路協会

施工No.６６Ⅳ－１８



ポーラスアスファルト舗装の
補修における留意点

空隙づまり洗浄（透水機能回復）

既設舗装版を施工基盤とする場合の処理

クラックシールの注入

遮水を目的とした施工基盤の表面処理

２層の切削オーバーレイ

（社）日本道路協会（社）日本道路協会

施工No.６７Ⅳ－１８



おわ り
ご静聴ありがとうございました

（社）日本道路協会（社）日本道路協会

舗装設計施工小委員会舗装設計施工小委員会

施工No.６８


